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本日の委員会に付した案件 

 （１）平成３０年第１回長与町議会定例会について 

 （２）その他 

  

 開  会   ９時２９分 

 閉  会  １２時１０分 



○委員長（喜々津英世委員） 

おはようございます。本日は西岡委員が欠席の届けが出ておりますが、定足数に達し

ておりますので、本日の議会運営委員会を開会をいたします。３月６日招集の平成３０

年第１回定例会の運営につきまして、会議次第により会議を進めますので、御審議のほ

どよろしくお願いを申し上げます。まずはじめに議長の御挨拶をお願いします。 

内村議長。 

○議長（内村博法議員） 

皆さんおはようございます。今日はお忙しい中お集まりいただきまして、ありがとう

ございます。今日は大変すばらしい天気に恵まれまして、青空に梅の花がひときわ映え

る季節となりました。また、平昌オリンピックでは日本選手の活躍が大変話題となって

おりまして、次のオリンピックでも活躍を期待するところでございます。 

さて、いよいよ３月定例会議が開催されます。定例会議では、来年度の予算等重要な

議案が審議にされます。白熱した議論、審議を期待するものであります。簡単ではあり

ますけれども、開会にあたっての挨拶といたします。 

○委員長（喜々津英世委員） 

次に吉田町長に御挨拶をお願いいたします。 

○町長（吉田愼一君） 

皆さん改めましておはようございます。今、議長の方からお話がありましたように平

昌オリンピックも冬季オリンピックでは、最多の１３個というメダルでございました。

数々のドラマがありまして皆さん方も感動するシーンが数々あったんではないかなとい

うふうに思っております。そういう中で今日御覧のとおり随分春の陽気となってまいり

まして、春ももう目の前かなというふうなことでございます。また、今日は大変御多忙

の中、第１回定例会に係ります議会運営委員会を開催をしていただきまして、まことに

ありがとうございます。今回の定例議会では専決処分の議案が２件、条例の制定が１件、

そして条例の改正議案が１９件、補正予算の議案が５件、平成３０年度の各会計の当初

予算の議案が８件、人事案件が１件ということで合計３６件の議案ということで、いつ

も春はこういった長丁場の議案数も多いということでございますけども、皆さん方にお

かれましては、しかるべき決定をしていただきますようお願いをいたします。議案内容

につきましてはこの後、所管をしております部長の方から説明をさせますので、よろし

くお願い申し上げます。以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員） 

それでは、まず、提出予定議案について関係部局長より概要の説明をお願いをいたし

ます。まず総務関係について 

荒木総務部長。 

○総務部長（荒木重臣君） 

おはようございます。総務部は今回８議案を予定しております。まず、議案第４号長



与町防災会議条例の一部を改正する条例でございますが、これは近年の多様化する災害

発生状況を勘案し、専門的知見を有する有識者を防災会議委員として構成することによ

り、町の防災体制の更なる強化を図るものでございます。 

次に議案第５号附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例でございますが、

これは附属機関として、長与町避難行動要支援者避難支援連絡協議会を新たに追加する

ものでございます。 

次に議案第６号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例でございますが、これは特別職の職員で非常勤のものに対する通勤費用

相当分の費用弁償を支給することとし、また、保育専門員の報酬額について見直しを行

い、附属機関の委員について新たに追加するものでございます。 

次に議案第７号長与町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例でございますが、特別職の国家公務員の給与改定に準じ、町議会議員の期末手

当の支給割合を改めるものでございます。 

次に議案第８号町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例でございま

すが、これは特別職の国家公務員の給与改定に準じ、町長及び副町長の期末手当の支給

割合を改めるものでございます。 

次に議案第９号長与町教育委員会教育長の給与及び旅費支給並びに勤務時間等に関す

る条例の一部を改正する条例でございますが、これにつきましても特別職の国家公務員

の給与改定に準じ、教育長の期末手当の支給割合を改めるものでございます。 

次に議案第２９号平成３０年度長与町駐車場事業特別会計予算でございますが、これ

は予算総額を７９１万１,０００円とするもので、これは対前年度比約１２.４％、８７

万５,０００円の増となっております。 

次に議案第３６号、人権擁護委員の推薦についてでございますが、これは任期満了に

伴う推薦のためでございます。 

以上、総務部の８議案でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（喜々津英世委員） 

次に企画財政部関係について 

久保平企画財政部長。 

○企画財政部長（久保平敏弘君） 

皆様おはようございます。続きまして、企画財政部所管でございます。まず、第２号

議案平成２９年度長与町一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認を求めることに

ついて、内容といたしましては、ふるさと長与応援寄附金の増加に伴う歳入歳出予算の

補正につきまして、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をいたしました

ので、同条第３項の規定に基づきこれを報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

続きまして第１０号議案長与町税減免に関する条例の一部を改正する条例。内容とい

たしましては、農業災害補償法の一部を改正する法律の施行に伴い所要の改正を行う他、



規定の整備を行うものでございます。 

続きまして第２３号議案平成２９年度長与町一般会計補正予算（第６号）でございま

す。内容といたしましては、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ１億９,６９９万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２３億４,２３９万３,０００円と

するものでございます。 

続きまして第２８号議案平成３０年度長与町一般会計予算。内容といたしましては予

算総額を１２２億５,４５４万３,０００円とするものでございます。対前年度比０.

４％、５,３２４万３,０００円の増となっております。 

以上４議案でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（喜々津英世委員） 

次に住民福祉部関係について。 

森川住民福祉部長。 

○住民福祉部長（森川寛子君） 

皆様おはようございます。それでは住民福祉部所管の議案につきまして御説明を申し

上げます。議案が２件です。まず、議案第１４号長与町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例でございます。今

回の改正は、上位法である特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準及び子ども子育て支援法施行規則の一部を改正する内閣府令の施行に伴い、所要の

改正を行うものでございます。 

次に議案第１５号長与町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例でございます。高齢

者に関する事業につきまして、高齢者のニーズと時代に即した事業への総合的な見直し

を行うこととし、今回、敬老祝金の支給額について変更を行うものでございます。 

以上２件でございます。 

○委員長（喜々津英世委員） 

次に健康保険部関係について。 

中山健康保険部長。 

○健康保険部長（中山庄治君） 

皆さん、おはようございます。健康保険部では条例８件、予算関係が５件でございま

す。計１３件の議案を上程いたす予定でございます。まず議案第３号、長与町指定居宅

介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例。制定の内容は、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律並び

に指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省

令の公布に伴い、指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準について、新

たに条例を制定するものでございます。 

次に議案第１１号長与町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でございます。改

正の内容は地方税法の一部改正により、課税額の記載について所要の改正を行うもので



ございます。 

次に議案第１２号長与町国民健康保険条例の一部を改正する条例。国民健康保険の都

道府県単位化に伴い、所要の改正を行う他、規定の整備を行うものでございます。 

次に議案第１３号長与町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例。改正の

内容といたしまして、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一

部を改正する条例の施行に伴い、国民健康保険法の規定により住所地特例の適用を受け

る被保険者の取り扱いについて所要の改正を行うものでございます。 

次に議案第１６号長与町介護保険条例の一部を改正する条例。平成３０年度から平成

３２年度までの介護保険料等の所要の改正を行うものでございます。 

次に議案第１７号長与町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に関する介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の

一部を改正する条例でございます。改正の内容は、指定居宅サービス等の事業の人員、

設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の公布により所要の改正を行うもの

でございます。 

次に議案第１８号長与町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例でございます。改正の内容は、地域包括ケア

システムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の公布に伴い、所要の改正

を行うものでございます。 

次に議案第１９号長与町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例でございます。改正の内容は地域包

括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の公布により所要の

改正を行うものでございます。 

次に議案第２４号平成２９年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）でご

ざいます。既定の予算総額から歳入歳出それぞれ１億１,５９１万１,０００円を減額し、

補正後の予算総額を４７億４,５７６万円とするものでございます。 

次に議案第２５号平成２９年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）で

ございます。既定の予算総額に歳入歳出それぞれ６３５万円を追加し、補正後の予算総

額を４億７,１８３万３,０００円とするものでございます。 

次に議案第３０号平成３０年度長与町国民健康保険特別会計予算。予算総額を３９億

９,２８９万２,０００円とするもので、対前年度比約１７.７％、８億５,７５４万３,

０００円の減でございます。 

次に議案第３１号平成３０年度長与町後期高齢者医療特別会計予算。予算総額を４億

９,５６４万円とするものでありまして、対前年度比６.６％、３,０７９万２,０００円

の増でございます。 

最後に議案第３２号平成３０年度長与町介護保険特別会計予算。保険事業勘定の予算

総額を２８億７,５６１万７,０００円、対前年度比８.７％、２億７,４２２万７,００



０円の減でございます。介護サービス事業勘定では、予算総額を２,６８３万４,０００

円対前年度比約１３％、３０９万６,０００円の増でございます。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（喜々津英世委員） 

次に建設産業関係について。 

緒方建設産業部長。 

○建設産業部長（緒方哲君） 

おはようございます。建設産業部では議案６件でございます。 

まず議案第１号和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の承認を求めることにつ

いてですが、和解及び損害賠償額を定めることについて、地方自治法第１７９条第１項

の規定により平成２９年１２月１８日に専決処分したもので、同条第３項の規定により

その承認を求めるものでございます。 

次に議案第２０号長与町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例についてですが、

道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

次に議案第２１号長与町営住宅の設置、整備及び管理に関する条例の一部を改正する

条例についてですが、公営住宅法施行令及び住宅地区改良施行令の一部を改正する政令、

公営住宅法施行規則及び地域における多様な需要に応じた公的賃貸住宅等の整備等に関

する特別措置法施行規則の一部を改正する省令の施行に伴い、所要の改正を行うもので

ございます。 

次に議案第２２号長与町都市公園条例の一部を改正する条例についてですが、都市緑

地法等の一部を改正する法律、都市緑地法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政

令の整備等に関する政令の施行により、都市公園法施行令に規定されていた運動施設の

建蔽率が参酌基準化したことに伴い、これを条例で定めるとともに規定の整備を行うも

のでございます。 

次に議案第２６号、平成２９年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

補正予算（第２号）についてですが、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ１億４０６

万６,０００円を減額し、補正後の予算総額を９億３,３５０万２,０００円とするもの

でございます。 

次に議案第３３号、平成３０年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計

予算についてですが、予算総額を７億８,０１５万３,０００円とするもので、対前年度

比約２４.６％、２億５,４０８万３,０００円の減でございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（喜々津英世委員） 

次に水道局関係について。 

濱水道局長。 

○水道局長（濱伸二君） 



おはようございます。水道局所管では３議案をお願いいたします。議案第２７号平成

２９年度長与町下水道事業会計補正予算（第２号）につきましては、既定の予算の下水

道事業費用を５,５００万減額し、補正後の下水道事業費用総額を９億７,０９０万５,

０００円、資本的収入を２億１,４８１万９,０００円減額し、補正後の資本的収入総額

を１億２,１３６万３,０００円、資本的支出を２億８１３万２,０００円減額し、補正

後の資本的支出総額を４億２,７５６万６,０００円とするものでございます。 

次に議案第３４号平成３０年度長与町水道事業会計予算につきましては、収益的収入

及び支出において７億９,８５３万２,０００円の収入に対し、支出は７億３,７７０万

３,０００円。資本的収入及び支出におきましては２億４,５８６万円の収入に対し、支

出は５億９,２５１万１,０００円とするものでございます。 

最後に議案第３５号平成３０年度長与町下水道事業会計予算でございます。収益的収

入及び支出の収入で１０億２,７３１万７,０００円に対し、支出では９億９,５５２万

９,０００円。資本的収入及び支出の収入で４億１１４万４,０００円に対し、支出では

６億８,１８５万４,０００円とするものでございます。 

以上３議案でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（喜々津英世委員） 

次に一般質問の通告並びに請願陳情について説明をさせます。 

谷本議会事務局長。 

○議会事務局長（谷本圭介君） 

おはようございます。一般質問につきましては、通告者１１名、質問件数２３件とな

っております。通告者及び質問項目はお手元に配付のとおりでございます。 

請願、陳情につきましては、請願は１件、陳情はゼロ件で、お手元に配付の請願陳情

文書表のとおりでございます。 

○委員長（喜々津英世委員） 

続いて、委員会への付託先についてお諮りをいたします。総務文教常任委員会に付託

するものは、議案第４号、議案を省略いたしますが、第５号、第６号、第７号、第８号、

第９号、第１０号、第２３号、第２８号、第２９号、以上であります。 

次に産業厚生常任委員会に付託するものは、議案第３号、第１１号、１２号、１３号、

１４号、１５号、１６号、１７号、１８号、１９号、第２０号、第２１号、第２２号、

第２４号、第２５号、第２６号、第２７号、第３０号、第３１号、第３２号、第３３号、

第３４号、第３５号、それから請願１号、以上が産業厚生常任委員会に付託する案件と

考えています。それから本会議即決については、議案第１号、同じく第２号、第３６号、

以上の３件を予定をいたしております。以上、委員会への付託などにつきましては、た

だいまのとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 



したがって、委員会への付託などにつきましては、ただいまのとおり決定をいたしま

した。 

続いて会期日程案について、説明させます。 

谷本議会事務局長。 

○議会事務局長（谷本圭介君） 

会期につきましては、３月６日火曜日から３月２３日金曜日までの１８日間で、６日

火曜日、議長報告、行政報告、施政方針説明、議案上程、これは提案理由説明まで、そ

して議員全員協議会。７日水曜日一般質問。８日木曜日一般質問。９日金曜日一般質問、

議案審議、質疑、付託または即決。１０日土曜日、１１日日曜日休会。１２日月曜日付

託案件審査。１３日火曜日付託案件審査。１４日水曜日付託案件審査。１５日木曜日付

託案件審査。１６日金曜日付託案件審査。１７日土曜日、１８日日曜日は休会でござい

ます。１９日月曜日付託案件審査。２０日火曜日付託案件審査。２１日水曜日は休会で

ございます。２２日木曜日付託案件審査予備日。２３日金曜日委員長報告そして採決。 

以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員） 

お諮りをいたします。 

会期日程案については、ただいま事務局長から説明がありましたとおり決定すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって第１回定例会の会期日程については、以上のとおり決定することにいたし

ました。 

その他の案件について何かございませんか。無いようですので、執行部は退席をお願

いいたします。 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○委員長（喜々津英世委員） 

休憩を閉じて委員会を再開をいたします。事件番号（１）の件につきましては、ただ

いま御承認をいただいたところであります。１８日間という会期でありますので、ひと

つそれぞれの常任委員会での審査よろしくお願いしときます。 

（２）のその他について、これから協議をしていきたいと思っておりますが、皆さん

のお手元にＡ４の横書きの３０年度の議会スケジュール表、予定ということで、これは

裏表刷りで載っております。それからもう１つ平成３０年度の長与町議会議員研修計画

という毎年、年当初の議会運営委員会で概ねこの予定を決めとくというのが今までの通

例でありますので、それに基づいて御提案をさせていただきます。事務局から説明をお

願いいたします。 



谷本局長。 

○議会事務局長（谷本圭介君） 

それでは別紙の資料で横書きの分ですね、こちらが平成３０年度の議会スケジュール

表の予定ということで作成をさせていただいております。通常どおり基本的には４回定

例会でございますけれども、前の月の第４月曜日に議会運営委員会を開きまして、そし

て、定例会の月、第１火曜日それを本会議の開催ということで予定をいたしております。

これはあくまでも予定でございますので提案の議案数とかあるいは諸問題等の調整によ

りまして日程の方は変更になるかと思いますので、参考までに御覧をいただきたいと思

います。以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員） 

平成３０年度の予定が今、事務局から説明をされ、これは２９年度と全く考え方は変

わっておりませんので、暦にあてはめてそれぞれ御提案をさせていただいております。

この件では特に何もございませんか。このようなことで、スケジュールは概ね決定をさ

せていただくことにいたしたいと思います。次にＡ４の縦長で、議会議員研修計画案と

いうのがあります。これについて説明をお願いいたします。 

谷本局長。 

○議会事務局長（谷本圭介君） 

別紙の方Ａ４の縦長でございますので、御覧をいただきたいと思います。平成３０年

度の議会議員研修計画の案ということでございます。上の段が研修項目ということで、

正副議長研修をはじめ一般議員研修そして委員長の研修、それと実務研修、課題研修等

が予定をされております。下の段になりますけれども、こちらは国際文化アカデミーの

研修一覧ということで、今のところ分かってるものを載せさせていただいております。

それと資料はございませんけれども、研修の案内の方がいくつか来ておりまして、締め

切りが平成３０年３月１３日までというのが２件ほどございます。１つが市町村議会の

議員研修２日間コースということで、住民とのコミュニケーションについてという研修

がございます。もう１つが同じく２日間のコースということで、自治体決算の基本と実

践ということでの御案内が来ておりますので、希望される方がある場合は早目に申し出

をしていただきたいというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（喜々津英世委員） 

今説明が終わりました。特にここで未定としておる中で、上から３番目、長与町議会

議員研修会が長与町議会として独自の研修であります。研修のテーマについてはそれぞ

れ基本的には、基本条例に基づいて、研修要綱を決めております。その中で、講師、テ

ーマは、議長がその都度定めるとしておりますけれども、できればこの議運とかでそう

いう何かこういうテーマでどうだろうかというものがあればまず、そういったものも出

し合っていければなというふうに思っております。今ここですぐどうこうということで

はありませんけれども、例年これは議長も事務局も非常に頭を悩ましているところだと



思いますので、まだ今日テーマまで決定ということでありませんけれども、過去のテー

マ等一覧表を作った上で、また再提示をさせていただきたいと思います。そういうこと

でよろしいですか。恐らく郡の正副議長会の研修もまだ未定だろうと思います。それと

下の方が国際文化アカデミー研修一覧、それぞれここに２日間コース、３日間コースな

っております。昨年も恐らく６人ぐらいは研修に参加をしていただいたと思うんですが、

これについては事務局としては今度全協でこれも出して参加希望者を募るということで

いくんですかね。そのようなことになるようでありますので、今期のあと残りは１年で

ありますけれども、奮って参加をしていただくようにお願いをしたいと思います。 

暫時休憩をします。 

（暫時休憩） 

○委員長（喜々津英世委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。 

まず、前々回の議会運営委員会で全協で議員の皆さんから出された意見等を基にして

検討した上で、最終的にいろいろ金額を入れるべきだというのは一致したんですが、３

００万でいいだろうという方が２人おられた。１５０万とか１００万とかいろんな議論

があったわけですけれども、これを最終的にこれはやったのかな。まだ、やってない。 

暫時休憩して今から資料をお配りをします。 

（暫時休憩） 

○委員長（喜々津英世委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。いろいろ御議論をいただきました。先程河野

委員からそういう金額は３００万という額を確定したものということじゃなくて、それ

ぞれ出された額の１つであるということを分かるように、議運の協議経過等を踏まえて

資料を出すということで、私もそういうふうにしたいというふうに思っております。し

たがって全協の提出資料は、今お配りをした条例の案が抜けておりますけれども、案を

加えた上で、このとおり報告をさせていただく。それプラスペーパーを議運での中での

そういう金額の相違とかも聞く。それから全協の意見を踏まえたところの改正したとこ

ろ、そういったところ分かるようなペーパーを添付をして全協にお諮りをしたいと。そ

の上で恐らく発議という形になろうかと思いますけれども、提出をさせていただきたい

と思います。そういうことで、今言ったこのペーパー３枚で全協に報告をし、意見を聞

くということでよろしいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

そのように取り計らいたいと思います。 

場内の時計で１１時まで休憩をいたします。 

（休憩 １０時４３分～１１時１０分） 

○委員長（喜々津英世委員） 



大変お待たせをいたしました。休憩を閉じて委員会を再開をいたします。 

今、皆さんのお手元に右の方に全員協議会の意見を踏まえての考え方、再見直し根拠

等ということで書いております。これを中心に今日議論を進めていきたいと思っており

ます。まず１番上にこれは堤議員からの意見だったんですが、政治倫理調査特別委員会

で個人としての行動と、議員としてではなくて個人としての行動だということが話題に

なりましたけれども、この倫理条例でそのことに対して条例で対応すべきじゃないかと

いう御意見でありました。ここで私なりに考え方を①、②で押さえておりますけれども、

これは後でまた最後は皆さんの意見を聞きたいと思いますが、第１条の目的で町政が町

民の厳粛な信託によるものであることを認識しとしています。町政を担う議員及び町長

は町民の厳粛な信託、これは選挙で選ばれた公職者であることを謳っており、議員の町

政に係る対応は公職者の言動として捉えていると思われます。というのは、議員の町政

に係る対応というのは、この前、給食米の問題等については、まさに町政の中の教育委

員会行政の中の私会計でありますけれども、給食米という形であります。これも町政の

１つとして考えれば、当然これは個人として行動云々ということは言えないということ

を書いております。他の条例を見てもその旨を特に入れたということはほとんど見当た

らないと。この市民のあるいは町民の厳粛な信託によるというここで一くくりにしてお

るというのが現状のようであります。それと、議員の責務、第２条がこれは意見ではな

かったんですが、そこの右側の方の説明の下に①で、当初提案では第６条に長の就任に

関する遵守事項を設けていましたが、調査した１７議会の中で３議会が採用していまし

た。補助等の交付を受ける団体は数多くあり線引きが難しく削除することが望ましいと

判断をした。これは皆さんの意見を聞いてそういうふうに。しかし、②が二元代表制の

一翼を担う議員は法に従って会議に出席する義務、法律を守る義務、懲罰に服する義務、

ちょっと括弧が抜けておりますけれども、やはりこれらを踏まえて第２項に追加をしま

したということで、議員は地方自治の本旨に従って議員本来の使命達成に努めなければ

ならないと。これは他の所でもこういうふうに責務の中に入れておったということで、

議員本来の使命達成というのは、先程言いました会議に出席する義務とか、規律を守る

義務とか、それから議事機関としてのあるいは監視機関としての議員の役目とかそうい

ったものの使命達成に努めなければならないと。地方自治の本旨というのは、この前議

長からも若干アドバイスがあっておりましたけれども、団体自治、住民自治というもの

があって、町長と議会の二元代表制そういったことが地方自治の本旨として、これは議

員必携にも載っておりますので、その旨をこの前説明したところであります。それから

第３条の町民の役割ということで、意見が第３条町民の役割の必要性及び公共の利益を

実現する責任を負う。これは非常に重たい、これが必要なのかというのが、これは３人

ぐらいでしたか、御意見がありました。しかも、議員の政治倫理条例なのに町民の役割

まで書く必要があるのかという意見もありましたので、それに対する考え方をここに書

いております。議会基本条例は、町民とともにを基軸として町政及び議会は町民のもの



であることを明らかにし、町民の幸せと町政の発展に貢献しなければならないと定めて

います。このことは政治倫理条例第１条でも同趣旨の内容を定めております。②が議員

は町民全体の奉仕者であることを踏まえ、政治倫理を社会常識として確立するためには

議員の努力は当然ながら、町民の町政への参画と協働の面からも理解と協力が不可欠で

あり、町民の役割を設けましたと。こういうことで、この役割を入れた理由というのを

ここで明記をしております。あとの議会の採用状況はもう省略をいたします。③で公共

の利益を実現する責任を負うは高圧的とも取れる表現との意見もあり、この部分を削除

し一部修正をしましたというのはこの前説明したとおりであります。それから第４条こ

れは説明書きだけですけれども、別に質疑はなかったんですが、第４条と公職にあるも

のとはこういうものを言いますよと。正式なこれに国会議員の秘書も公職にあるものと

みなされるというふうになってもおりますけれども、敢えてここに分かりやすく理解を

していただくために載せております。 

それから次のページ、意見ということで、第４条第４号及び第５条の括弧書きの必要

性と。これはこの前、話をして訂正をいたしました。左側の方の４号を見てもらえば町

のそのあとの請負契約から後の業務委託までを削除し、そしてその右の特定の業者とい

うのを特定の者を紹介しということで、そういうふうに改めたということで、この前決

定をしていただきました。あとはこの決定までの経過を右の方に１から４まで書いてお

ります。特に④については町の契約とすることによって、町営住宅の入居契約とか公有

財産の売買契約とこういったことも町の契約に関して特定の者を紹介ということにもつ

ながってくる。幅が広がるということで議員の政治倫理という部分では広がるというこ

とで、これをつけ加えております。４号を以上のように修正をしたと。これ再確認であ

ります。それから第６条、すいません、第７条になってますけれども、これは前６条を

削除した関係で、６条に訂正をお願いします。第６条の５０人は多過ぎるということで

あったんですけれども、これは一応この前このままいこうということで決定をしていた

だきましたけれども、それを理論構成するのをここに書いております。それと次の第７

条第４項の事情聴取は条例の用語としては不適切ではないかということで、これもこの

前決定したとおりであります。事情聴取を止めて説明を求めることができるというふう

に改め、これも再確認であります。それから第９条の委員会の審査結果で、これも対象

議員の申し立てというのに文書でということを追加をいたし、口頭で言いました、いや

聞いてませんの水かけ論を防止するためには、文書でしっかりと申し入れをしてもらう

ということで、これも決定をしたと思います。それから第１０条第２項これも左側の方

を見てもらえば、議会は前項の議員が同項の措置は自ら講じないときはというのを削除

いたしました。これは右の方にも書いてますけれども、例えば②で対象議員が自ら措置

を講じないときに限定していましたが、自ら責任を申し出た場合でも、議会としての措

置を講ずることができるというふうに規定するためには、自ら講じないときということ

に限定するのはよろしくないということで、こういうふうに変更をいたします。それか



らこの第１０条第３項で、対象議員及び議会の措置の、議会の措置になりますけれども、

公表しなければならないというのを公表すると。議会として公表しますよということで、

饗庭議員のならない、ならないが非常に多過ぎるということも踏まえて、これは議会と

しての措置ですからやっぱり公表するということに改めております。次の４ページのこ

れはまだこの前は議論はしてなかったんですが、これを加えております。それから右側

の下の方中程に意見として、見直し案は新設が多いと。政治倫理条例は罰則規定も無い。

議員を律するものでもあり、ここまで詳しくする必要があるのかということに対して、

３条、５条、１０条、１２条、１３条が新設というふうになっております。あと、しな

ければならないという言葉が多過ぎるのではないかということで、ここでちょっと見て

もらいたいのが、３ページの特別委員会の措置で、第１項で２行目の後から議会運営委

員会に諮問をしなければならないというのを、諮問するというふうにしております。そ

れから第９条で委員会の審査結果が前回問題になりましたけれども、委員会にどこまで

権限を持たせるのかというのがありました。ここで第１項に委員会は審査の請求を受け

た日から６０日以内に審査を終え、議長に対して対象議員に対する議会の措置を含めて

審査結果を文書で報告しなければならないと。これを一応提案したいと思います。文書

で報告するですね。第２項が下の方２行目の方が、並びに対象議員に通知しなければな

らないを通知すると。第４項が議長は前項の申立てがあった場合並びに第１１条に掲げ

るを削除して、必要な措置を講ずるものとすると。あと、するため議会運営委員会に諮

問するとともに全員協議会に諮らなければならないということは削除した。というのは、

この９条第１項で対象議員に対する議会の措置も含めて委員会は審査をするよというこ

とになってくると、全員協議会も開く必要は無いし、そういう考え方でおります。この

９条について皆さん方の御意見を伺いたいと思います。どなたかありませんか。無けれ

ば暫時休憩して自由に議論をしていただきたいと思います。 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○委員長（喜々津英世委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。 

第１２条の職務関連犯罪による起訴後の説明会、それから第１３条の職務関連犯罪確

定後の措置、これについては今申し上げましたように、それでもなおかつ議員を続ける

という場合には、いわゆる審査請求あるいは特別委員会の審査結果あるいは対象議員及

び議会の措置等を踏まえて十分対応できる条文になっておるので、１２条、１３条は削

除しても構わないということで決定したいと思いますが、よろしいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

ありがとうございました。それでは今日も何箇所か皆さんから訂正をしていただきま

して、おおよそ今度全員協議会にできるものは固まったと思います。形としては今皆さ



んにやったこういう形でした方が、議員の皆さんも分かりやすいんじゃなかろうかなと

思うので、こういうふうな形でさせていただきたいと思います。それから施行規程につ

いては、まだ素案であります。当然、条例の条文が変わって条例の番号が変わったりし

ておりますので、まだ、その前で作っとったものですからチェックがまだ私も十分でき

てないまま提案はさせていただきました。皆さん方もお目通しをいただいて、本来は条

例ができるときに施行規程まであった方がいいと思うんですが、まだそこまでいってお

りませんので、そういうことでお目通しをしていただいて、次の議運のときにまた話を

聞かしていただいて、確定をしたいと。条例が確定しないと施行規程も確定できません

ので、そういうことで１つ御了承をいただきたいと思っております。１２時過ぎました。 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○委員長（喜々津英世委員） 

休憩を閉じます。 

先程１０条第２項の議会はとしておるところを、議長はということに訂正をしたいと

思います。よろしゅうございますか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。そのように訂正をいたします。 

この修正した案については全協に諮りますけれども、前もって３月１日に議案書配付

になってますので、その日までに各議員のメールボックスに修正したやつ、町長の専決

処分の条例とこの倫理条例合わせてメールボックスに入れて、事前の読み込みをしてい

ただくと。その鏡文もつけて送りたいと思います。そういうことでよろしいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。そのようにさせていただきます。 

他に皆さん方から何かありませんか。無ければ本日の議会運営委員会はこれで終わり

ます。お疲れさまでした。 

（閉会 １２時１０分） 


